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学校運営協議会
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分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

子どもが達成感
や充実感を味わ
うよくわかる授業
改善

京都市スタンダードをもとにした学習
計画の充実　めあて・発問・板書の充
実　ノート指導の充実 学校HPでの発
信

児童アンケート「学校の授業はよく
わかっている」ジョイントプログラム・
プレジョイントプログラム調査結果

高学年のジョイントプログラムではすべての教科・領

域で全市平均を上回っているものの，中学年プレジョ

イントプログラムでは思考・判断力や実験観察の技能

などで全市を上回るが，漢字を書く・文を書くなどのス

キルを要する力については全市平均を下回っている。

子どもが達成感
や充実感を味わ
う言語活動の充
実

国語科での単元を貫く言語活動の充実　グ
ループ活動や少人数での話し合い活動の充
実　すべての教科・領域での言語活動や表現
活動の充実　学校HPでの発信

児童アンケート「自分の考えをはっ
きり話している」教職員アンケート
「言語活動の充実」

児童アンケート「自分の考えをはっ
きり話している」よくできている大体
出来ている高学年９２％低学年７
５％

⇒ ⇒
自学自習の習慣
の確立

学習予定表の充実　帯タイム・読書タ
イムの充実　家庭訪問などによる個別
の働きかけ　学習計画の共有　読書
指導の充実　学校HPでの発信

児童・保護者アンケート「家庭学習
の様子」教職員アンケート「学習の
見通し」「家庭学習への働きかけ」

保護者アンケート「わが子は，家族
に言われる前に，進んで宿題をして
いる」よくできている　できている前
期７０．５％から７３．６％に伸長

道徳的実践に生
かす道徳の時間
の充実・道徳教
育

子どもの道徳性を引き出し広げ深める道徳の
時間の授業の充実　授業公開をともなう授業
研究の充実　道徳性の伸長の足跡を残す取

組(掲示物・ハートフル集会)　学校HPでの発
信

児童・保護者・教職員アンケート「あ
いさつ」「ごみの後始末」「整理整
頓」「時間を守る」 日常の行動観察

道徳的実践についてのアンケート結果では，前期と比

べて大きな違いは認められないが，日常の行動観察

の中で，あいさつをしっかりできる子やその場に応じた

適切な言葉遣いができる子が多くなりつつある。

みんなが楽しく過
ごせる学級づくり

一人一人を大切にした学級経営の充実　報
告・連絡・相談の励行　クラスマネージメント
シートやいじめアンケートを基にした学級経営
の見直しと推進　学校HPでの発信

児童アンケート「学校が楽しい」「誰
とでも仲良く過ごす」「友達への注
意」クラスマネージメントシート・いじ
めアンケートの結果

特に高学年で，友達についてのアンケート項目が前

期よりも実現度が高まっている。いじめアンケートやク

ラスマネジメントシートでは，うまく友達との関係を作

れなくて悩んでいる様子も見られる。 ⇒ ⇒
子どもに範を示す
教職員・家庭との
連携

子どもの範を示す教職員像　一人一
人の背景まで見つめる教職員像　こま
めな家庭訪問などを通した家庭との連
携　学校HPでの発信

教職員アンケート　時間を守る 子ど
もと一緒に清掃活動に取り組む  相
手の気持ちを考えた言葉遣いをして
いる 家庭への働きかけ

「定例の家庭訪問だけでなく，必要に応じて
家庭訪問するなど家庭との連携を深めてい

る」につき「できている・およそできている」
が90% 前期より増加傾向

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝ごはんの励行　保健
だよりの発行を中心とした家庭への働
きかけ　長期休業明けの生活リズム
調べ　学校HPでの発信

児童・教職員アンケート「早寝・早起
き・朝ごはんの励行」生活リズム調
べ「早寝・早起き・朝ごはん」

児童アンケート朝ごはんについて
「あまりできていない」「できていな
い」低学年７．７％高学年６．７％前
期に比べて増加傾向

安全指導の充実 国道を通る通学についての指導の充実　集団
登校の指導と町別集会　教職員による見守り
交通安全ボランティアと下校ボランティア　学
校HPでの発信

児童アンケート「家の外での安全」
教職員アンケート「安全についての
環境整備」「安全な生活の指導」集
団登校・下校の様子

児童アンケート「家の外にいるとき
安全に気をつけている」よくできてい
る大体出来ている９５．１％前期より
増加傾向

⇒ ⇒
教職員のＰＤＣＡ
サイクル　主任の
役割

学年部会　研修を企画する委員会の
充実　主任の役割の明確化　管理職
への報告・連絡・相談

教職員アンケート　報告連絡相談
研修・行事の際のＰＤＣＡサイクル
主任の提案から実行までの職務の
実行

報告・連絡・相談　PDCAサイクル
主任の役割のすべての項目で，「よ
くできている・できている」の回答が
100％　前期より増加傾向

情報の発信 学校ホームページやPTAメールによる
情報発信　学校だよりや学級だよりな
どによる情報発信

保護者アンケート自由記述欄　保護
者アンケート「学校からの情報でよく
わかる」　ＰＴＡホームページについ
ての話し合い

アンケート結果は前期とほぼ変わらない。
PTAでの話し合いで，PTAメールのみなら
ず，PTAのホームページも有効活用したい

との意見が聞かれた。
⇒ ⇒

小中連携 管理職・教務主任を中心とした定例の連携会

小中連携に基づく若年研の充実・各分掌同士
の連携　小中で共通の学校運営協議会・PTA

組織　学校HPでの発信

保護者アンケート自由記述欄　PTA
運営委員会での意見　保護者アン
ケート中学校との連携

アンケート結果は前期とほぼ変わらない。

自由記述欄の記述や保護者からの声とし
て，中学校の部活動について考えてほしい

という意見がいくつか見られた。
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　確かな学力を身に付けることができるように，来年度以降も普通授業の充実に力を注ぐとともに，あらゆる機会を通して，スキル学習の充実や家庭学習の習慣化を図っていきたい。そのためには，帯タイムや読書タイムの見直し，
個別支援のありかたなどを見つめなおしていきたいと思う。また，道徳教育の充実を図ることにより豊かな心を育てるとともに，本物に触れる体験を多くしたり，学校内に限らずより多くの子ども達と交流したり競い合ったりする活動も
取り入れていきたい。そのことにより，子ども達の道徳性を引出しよりよく育てたり，あふれるエネルギーがより良い方向に向くようにしたりできるようにしていく。さらには，中学校との連携をさらに深め，子ども達が高雄校のよさ，地域
のよさを感じ取りながら9年間の学びを進めることができるようにしていきたい。

高雄校の魅力・高雄という
地域の魅力をアピールする
必要がある。また，コミュニ
ティーのつながりが強すぎ
て，転入者が輪に入りにくい
という実態を改めるため，
PTAに参加するなどきっか
けを多くし，活動の輪を広げ
ることができるようにしてい
きたい。

放課後の集団登校を廃止
し，複数で帰るようにしたこ
とで，とても楽しそうに帰っ
ている様子が見られた。学
校でも楽しそうに過ごしてい
る様子が見られるので良い
ことだと感じている。

地域や保護者が，なぜ集団
登校の時間が早いのかをも
う一度確認したい。誰でもが
地域委員になって集団登校
を見守れる時間帯に設定し
たことを再認識したい。

9年間の小中一貫して学べるこ
とは親としてはとても安心でき
る。かつては不登校の子どもの
受け皿としての役割を果たして
いた時期もある。ただし，力関係
ができてしまうと9年間苦しむこ
とにもつながる。小中連携して，
子ども同士の人間関係はどう
なっているのかをしっかり見つ
めたい。

高雄校と他校との交流，スポー
ツなどでの競争など，あらゆる
機会を通して，子ども達のエネ
ルギーがより良い方向に向かっ
ていくようにしていきたい。また，
安心して子育てができるという
高雄校のよさをアピールするよ
うにしていきたい。保護者が子
どもに語りかけるときも，ポジ
ティブな言葉かけができるように
働きかけたい。

　総括・次年度の課題
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独
自
の
取
組

教職員が，報告・連絡・相談の大切さ・
PDCAサイクルを教育活動のすべての場
面で活用することの有効性をしっかりと
把握し，実現し始めているところに成果
が見られた。また，学校の情報や子ども
達の様子を発信することを心がけてきた
ところ，PTAの活動も発信していこうとい
う建設的な意見が聞かれたところに，取
組の成果が表れている。中学校の運動
部活・小学校部活について，もう少し活
動の幅を広げてほしいという意見が聞か
れ，中学校との連携のもと，取組を進め
ていく必要が感じられる。

小規模校であるために，独善的な学級経営や行

事・研修の運営に陥りやすいが，組織で子ども達
の教育にあたるという意識が浸透し，実現できる

ようになった。それを継続・発展させていくことで，
より確かな取組を進めるようにしていきたい。ま

た，情報発信することで，保護者・地域の協力を
得たり，子ども達や教職員の達成感を高めたりで

きる効果があることを十分に意識して，情報の適
切な運用・発信を心がけたい。さらには，子ども
達のよさを伸ばす部活動の意義を，小中連携の
下で共通理解し，小中連携して部活動の運営に
あたったり，地域・保護者の協力を呼びかけたり

することを行っていきたい。

高雄中学校に進学を希望する子ども
が減っていることはさびしいことだ。確
かに部活動の数は少ないが，そこだ
けが問題ではない。中高一貫という私
学のイメージ戦略に安易に乗ったり，
高雄で学ぶ魅力がわかっていなかっ
たりすることに問題があるのではない
か。本当に子どもが他の中学校に進
学を希望しているのか，保護者の思い
を強引に押し付けているだけなのか，
不確かな情報がラインやメールなどで
拡散しているからなのか見極める必
要がある。

3

健
や
か
な
体

下校方法の変更に伴い，安全意識の向
上が求められるが，その成果が高学年
児童で見られた。交通量の激しい中で暮
らしているという自覚と，自分で自分を守
るという意識がさらに育っている。しかし
ながら，朝ごはんを食べずに登校する子
が若干増加傾向にある。さらに「早寝・早
起き・朝ごはん」の習慣化が求められる。

通学路の安全を確保するための取組を
進めながら，子どもの安全意識を高める
ことを，学校のみならず家庭でも働きか
けることができるようにする。また，家庭
教育講座や学校・学年通信を通して朝ご
はんの重要性を家庭に問いかけるととも
に，気になる家庭については家庭訪問な
どを通して個別に働きかけるようにする。

2

豊
か
な
心

道徳的実践については前期と大きな違
いは認めることができないが，道徳の授
業の様子などからは子ども達の豊かな
心が育ちつつあると認められる。また，子
どもの様子について保護者と連携を取っ
て，一緒に育てていこうとする教職員が
多くなり，子どもの豊かな心の育成に良
い効果を表すだろうことが期待できる。子
ども個々の内面を育てつつも，子どもと
子ども，子どもと保護者・教職員・地域と
の関係をしっかりととらえ，そこに見られ
る問題を解決していくことが求められる。

子ども個々の心の中の様子をとらえるこ
とにとどまらず，子どもと子どもとの関
係，子どもと保護者・教職員・地域との関
係でとらえることが必要だと考える。その
ためには，あらゆる機会を通して，家庭
環境はもちろんのこと子どもを取り巻く環
境をしっかりととらえることができるようす
る。今後もさらに家庭訪問などを通して
の子ども理解に努めるとともに，クラスマ
ネジメントシートやアンケートの有効活用
の仕方を見直していきたいと考える

1

確
か
な
学
力

前期に比べ，特に高学年で言語活動の
充実が認められ，それとともに書く力をは
じめ思考判断表現力技能などでの伸長
が認められる。中学年でも授業改善に取
り組んでいるが，特に文を書く力や漢字
を書く力などのスキル学習を要するもの
について課題が見られる。また，低学年
では，前期に比べて言語活動について
子ども達が達成感を味わうことが少なく
なりつつある。さらなる授業改善を図ると
ともに，スキル学習の機会を多くして学
習内容を確実に身に付けていくことが求
められる。

まず，子ども達が達成感を味わうことができる授
業の創造という視点で授業改善を図る。グループ

活動を取り入れたり，話型指導を行ったりするな
どの言語活動の充実も継続して取り組む必要が
あるが，「できるようになった」「謎を解き明かし
た」「思いどうりの活動ができた」など，子ども達が
学習して達成した喜びを味わえる授業設計を心

がける。また，帯タイムの充実など学校の中でス
キル学習に取り組む機会を多くするにとどまら
ず，家庭学習の際に，「自分に必要な学習」「取り

組みたい学習」がはっきりわかり，自己の課題解

決に向けて家庭学習に取り組めるように働きか
けていく。

子ども達の家庭学習は長い
間の課題である。家庭学習
で自分の良いところを伸ば
すのだという自主性を育て
ていく必要がある。高雄小
中学校から，およそ全員の
子ども達が自分の望みどお
りの進学ができてたいること
は高雄校の良いところであ
る。

図書室の環境整備ができた
ので，そこをうまく活用する
とともに，地域の人材を活
用して調べる学習やじ主的
に取り組んでいく学習の仕
方を身に付けられるようにし
てはどうか。教師がさせるの
ではなく，子どもが達成感を
味わうことができるような学
習を作り出していきたい。

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　高雄小学校　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価


